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性転換は面白い！



性転換とは成長段階の途中で雌雄が変化する現象のこと。

魚類では約３００種類が性転換を行っている。

性転換の種類は大きく３つのグループに分けられる。

性転換とは？ 提供：葛西臨海水族園

雌性先熟 雄性先熟 雌雄複数回変化

♀→♂に性転換 ♂→♀に性転換 ♀⇔♂に何度も性転換

♀ ♂

(例) キュウセン、ホンソメワケベラ (例) クマノミ、クロダイ

(例) チョークバス

１日に性が２０回入れ替わる時も！

性転換をについては解明されていないことも多く、今でも様々な研究が続けられているよ！



性転換を利用した巧みな生存戦略    提供：四国水族館

(例)キュウセン(雌性先熟：♀→♂)における生存戦略

⇒♀の群れに♂が入り、ハーレムを作り繁殖行動を行う

♀

♂

♂

♂

♀

♀♀

♂
♂

♀

♀♀

⇒体色を♀に近い状態で群れに近づき、隠れて繁殖行動を行う

もし、ハーレムが作れなかった場合は？

外見だけで雌雄判別を行うことが困難な種も多く存在する



環境問題と社会問題

性転換における生体内外の変化を明らかにし、採血による性識別を可能にする！

➡生きたまま検査できれば、人工繫殖の効率化につながり、海の生態系の保全につながる！

地球温暖化の影響 人工繁殖の重要性

・二酸化炭素量の増加

・漁獲量の減少

・海水面の上昇

・食料供給の安定

・海洋生物の保全活動

➡効率よく繁殖させたい！

Intriduction                                                                     提供：早稲田大学 加藤研究室

研究への動機

研究の目的



Materials ＆ Methods

①採集地 ②対象魚

③測定手法

キュウセン(Parajulis poecileptera)   ニシキベラ(Thalassoma cupido)

分布：函館以南～九州

生息域：沿岸浅所の砂底や岩礁

キュウセンとニシキベラは雌性成熟約２００個体を今までに採集

神奈川県を中心に採集

1) 麻酔の方法

2) 採血の方法

ニシキベラは体色での
性識別が困難…



Results & Discussions   キュウセン

結果① 雌雄の体長・体重の関係

結果② 体長と血球量(個/µl)の関係 結果③ リンパ球量の関係

体長・体重に相関関係あり

➡雌から雄へと性転換する雌性成熟の傾向あり

雌(♀)：～14.5cm             中間：14.5～15.5cm              雄(♂)：15.5cm～

中間→雄：血球量は増加する傾向↑

中間と雄：有意差あり(p＜0.05)

雌と雄：有意差あり(p＜0.01)

雄性ホルモンの増加により、テストステロンが増加する
(Wen et al. 2013)

＊: p＜0.05  ＊＊: p＜0.01  

error bar : ±SE (n=5～13)  

ヘモグロビンの増加にもつながり、赤血球量が増加した

中間個体のみ、著しく低い値↓

性ホルモンの増加は、リンパ球の分化を抑制する効果がある

性転換中は生殖器の変化に伴い、雄性ホルモンが著しく増加



Results & Discussions   ニシキベラ

結果① 雌雄の体長・体重の関係

結果② 体長と血球量(個/ｇ)の関係 結果③ リンパ球の雌雄比較と月変化

➡ 雄性ホルモンの増加はリンパ球の生成を抑制する (Gen et al. 2008)

リンパ球量は、雄に性転換すると減少傾向↓ (左図)

リンパ球量は、繁殖期(６月)を終えると増加傾向↑ (右図)

➡ 繁殖期では性ホルモンが増加し、リンパ球の生成を抑制する

雌雄ともに体長・体重に相関関係あり

・キュウセンとは異なり、雌雄間で似た体型が存在

・雌でも大型の個体が存在する

雄：体長が増加しても、血球量が変わらない

➡性転換が終了し、性ホルモンも安定した状態

➡雌性ホルモンの増加は血球量の増加を促進 (Dena et al. 2013)

雌：体長の増加に伴い、血球量は減少傾向↓

雌(小型)は体長が小さく、雌性ホルモンの影響を受けやすい

キュウセンには
ない特徴

(kondo et al. 2013)



Conclusions

キュウセンの生体内外の変化 ニシキベラの生体内外の変化

採血による性識別

採血は魚を殺さず行うことが可能！一方で、今後も継続した検証が必要。

⇒血球量・血球種による性識別は種によって異なることが明らかになった

➡性ホルモン量を明らかにし、血球量から性識別を行える相関図を作成する

ご清聴ありがとう
ございました




